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◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 建 設 課 長 加 藤 慶 一

副 町 長 佐 藤 英 代 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

総 務 課 長 佐 藤 久 出 納 室 長 岡 野 喜美雄

まちづくり推進課長 中 山 裕 幸 消 防 長 沼 田 明 宏

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 病 院 事 務 長 本 前 武 広

税 務 課 長 田 中 浩 教 育 長 近 藤 英 隆

税 務 課 参 事 佐 藤 修 学 校 教 育 課 長 對 馬 政 宏

町 民 課 長 佐 藤 剛 社 会 教 育 課 長 神 野 隆 之

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 選挙管理委員会書記長 佐 藤 久

産 業 振 興 課 長 小 川 洋 監 査 事 務 局 長 増 田 理 恵

農 業 政 策 室 長 濱 谷 陽 一 農業委員会事務局長 小 川 洋

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 増 田 理 恵

事 務 局 主 幹 佐々木 学

議 事 係 工 藤 大 智
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◎議事日程

日程第１ 一 般 質 問
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◎開議宣告

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程はあらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎一般質問

○議長（辻義雄） 日程第１、一般質問を行います。質問通告書はあらかじめ配付しておりますが、

質問者２名、質問件数は４件となっております。

この際申し上げます。一般質問の質問時間は各議員４０分以内と決定しております。質問時間の

終了３分前と、終了時にブザーを鳴らしますのであらかじめご承知おきください。

それでは順次質問を許します。

柏倉議員。

〔議員（９番 柏倉恵里子）登壇〕

○議員（９番 柏倉恵里子） 私は２点質問いたします。１点目、帯状疱疹ワクチンに町の助成を。

帯状疱疹は、過去に水痘に罹患した人が、加齢や過労、ストレスなどによる免疫力の低下により、

体内に潜伏する帯状疱疹ウイルスが再燃し、発症するそうです。

日本人では、５０歳代から発症率が高くなり、８０歳までに３人に１人が発症すると言われてお

り、治療が長引くケースや、後遺症として痛みなどの症状が残るケースもあります。

この帯状疱疹の発症予防のためにワクチンが有効とされていますが、費用が高額になることから、

接種を諦める高齢者も少なくないと聞いております。

帯状疱疹による神経の損傷によって、その後も痛みが続く「帯状疱疹後神経痛」と呼ばれる合併

症に加え、角膜炎、顔面神経麻痺、難聴などを引き起こし、目や耳に障害が残ることもあるそうで

す。

「帯状疱疹ワクチンの助成並びに定期接種化を求める意見書」を昨年１２月の第４回定例会にお

いて、全会一致で可決いただき国へ提出いたしましたが、すでに自治体独自で助成を始めていると

ころもあり、町民からも望む声もありますので、ご検討いただきたい。町長の所見を伺います。

２問目、公共料金のコンビニ払いを可能に。

現在、町へ納める公共料金は、口座振替のほかは長万部町役場出納窓口か、納付書に記載されて

いる納入場所での支払いのみとなっている。しかし、金融機関等は閉店が早く、土日の対応はでき

ない。

役場出納窓口は、５時１５分までは支払い可能だが、やはり土日の対応はできない。これだと平

日フルタイムで働かれている方には非常に利便性が悪い。

そこで、コンビニ払いができるようになると、どこでもいつでも支払いができるようになる。高

齢者にしても近くにコンビニがある場合、役場や金融機関等に出向かなくてもよくなる。フルタイ

ムで働く方も時間を気にせず支払いができ便利であるので、コンビニ払いを可能にしてはどうか。

町長の所信を伺います。
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〔議員（９番 柏倉恵里子）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） ２点のご質問についてご回答申し上げます。帯状疱疹ワクチンに町の助成を、

ということでございます。

予防接種は、予防接種法に基づき市町村が実施する定期予防と希望者が各自で受ける任意接種に

分類されますが、帯状疱疹ワクチンは任意接種に分類され、接種費用は全額個人負担となっており

ます。

帯状疱疹ワクチンは、生ワクチンと不活化ワクチンの２種類があり、５０歳以上の方が接種対象

とされております。

医療機関での一般的な接種費用は、生ワクチンは８,０００円程度で１回接種ですが、より予防

効果が高い不活化ワクチンは２万円を超え２回接種する必要があることから、非常に高額となりま

す。

ご質問にありますように、日本人成人の９０％以上は、帯状疱疹の原因となるウイルスが体内に

潜んでいて、８０歳までに約３人に１人が発症すると言われており、痛みが続きとてもつらい病気

であると認識しております。

全国的には助成を始めた自治体はありますが、道内では数箇所の自治体にとどまっているようで

あります。

現在、国において定期接種とすることが検討されておりますので、まずはその検討状況やほかの

自治体の助成の実施状況を注視しながら、総合的に検討してまいりたいと考えております。

２点目の、公共料金のコンビニ払いを可能に。ご回答申し上げます。

公共料金の納付方法については、コンビニ納付のニーズが高まってきていることは認識しており

ます。サービス向上のためには必要なことであると考えております。

しかし、そのためには契約手続等や各課のシステムの改修費用等が発生してくることから、実施

可能な区分から費用対効果も勘案しながら慎重に検討してまいりたいと考えております。以上であ

ります。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） それでは何点か再質させていただきます。

まず、帯状疱疹ワクチンの件ですけれども、まず町長の答弁では、国の定期接種を待つか、ある

いはほかの自治体が始めて、そしてそれが多数になったらということなんでしょうけれども、そう

いう状況になったら考えましょうと。こういうことでしょうか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） ご質問いただいた内容について、私の信条というのはあくまでも町民の生命、

財産を守る。これがひとつの信条としておりますので、これも検討課題にしながら、早期にシステ

ム作り、また、事業にするにはどうやって設計するのかということも含めて考えていきたい。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 大変に前向きな答弁をいただいたなと思っております。帯状疱疹は

発症から３日以内に治療することが適切であり、また、後遺症も少ないと聞いております。また、

治療方法には数日間服用する薬、それだけ飲み終わったらそのあとの治療というのは、痛みを取っ



- 5 -

たり皮膚に塗ったりする薬、そういうもので対応するしかないと聞いておりますので、１回なった

からもうならないというものでもありませんし、２回なったという方も聞いております。また後遺

症に苦しんでいる方もいらっしゃいますので、ぜひ町独自で、なるべく早く進めていただけたらと

思います。もう一度答弁お願いします。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 明日で、令和５年度の予算が成立させていただけるものと考えておりますが、

これは令和５年の補正予算にかかる部分なんで、きちっと予算編成を見届けながら、今後の対応を

していきたい、そう思ってます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） わかりました。２問目に移ります。公共料金のコンビニ払いですけ

れども、費用対効果、それはもちろん自治体としては考えなければならないことですけれども、ま

ずシステム改修等にどのくらいの予算がかかるという試算をされていますか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） やってた自治体、２件ほどお尋ねしました。実際に開始するまで準備に１年

半、もしくは２年かかってる。こういうことでありますので、我々もどのような形の中で準備が整

えていけるのかどうかということはやっぱり検証していかなきゃいけない。それと同時に今も各課

の回収システムというのは、それぞれの課で独自にやっておって、収納率の回収に努めているんだ

けども、夜間問い合わせがあったら自宅に訪問して回収。または土日についても一生懸命努力して

いる課もございますので、そうした課のところも含めて、今後コンビニ払いというのが、確かにや

る人はいいんだけど、こっちのシステム改修もやらなきゃいけない。それと同時に、そのシステム

使うところに１件あたりの料金かかるんですよ。１件あたり。大体今の段階でいくと６０円から７

０円。これは行政側の負担になるんですよ。そういうことも含めて検討するのに時間をちょっと要

するかなと思ってます。

○議長（辻義雄） 以上で柏倉議員の質問を終わります。

辻紀樹議員。

〔議員（２番 辻紀樹）登壇〕

○議員（２番 辻紀樹） 私は２点、ご質問させていただきます。

まずはじめに、公園・緑地の運用について。本町には１月末現在では、長万部公園、ふれあい公

園、新開公園ほかの公園が開設されています。

新開公園については、２月９日開催の第１回臨時会において、新幹線建設支障物件の対象となり、

廃止の議案が提出され、可決されています。

第４次長万部町「まちづくり総合計画」では、公共公益施設の緑化推進など、都市における緑地

の保全および緑化の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進します、と記載されています。

この事を踏まえ、下記の点について質問いたします。

１、まちづくり総合計画では、公共公益施設の緑化についての事業期間は令和６年度以降となっ

ているが、事業計画はどの程度計画作成されているのか。

２、老朽化した公園施設の長寿命化の対策は。以上、町長の所見をお伺いします。

２点目、移住者・勤労者などを対象とした住宅の整備促進を。

本町の賃貸借住宅の利用状況は、２０３０年の北海道新幹線開業に向け、多くの事業関係者が住

宅を求め、一般の人が住宅を借りることが困難な環境にあります。
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町管理の公営住宅もありますが、入居要件として所得制限が設けられていることや、母子、寡婦、

住宅困窮者などの入居順位が優先され、移住者、勤労者が早期に入居できる環境にはありません。

この事を踏まえ、下記の点について質問いたします。

１、公営住宅の関連計画で特公賃住宅の増設は。

２、有効活用が可能な空き住宅を購入しリフォーム後、主に移住者・勤労者への住宅整備を検討

しては。以上、町長の所見をお伺いいたします。

〔（２番 辻紀樹）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） ２点についてお答えをいたします。

まず１点目、公園・緑地の運用についてであります。１点目の事業計画はどの程度計画策定され

ているか。２点目の老朽化した公園施設の長寿命化の対策は、とのご質問につきましては関連がご

ざいますので、２点まとめてお答えいたします。

ご指摘のとおり、第４次長万部町まちづくり総合計画におきまして、主要事業名が「都市公園修

繕事業」で、令和６年度以降の事業期間として記載されております。

現段階での取組状況は、令和５年度中に「都市公園施設劣化度調査業務」として、ふれあい公園、

あやめ公園の施設の劣化状況や危険性を調査し、それら対象施設の今後の更新や長寿命化及び修繕

・撤去などの対策内容を検討するとともに、それらに係る概算費用を算定して、今後の都市公園修

繕事業計画作成の準備資料を作成する予定であります。

２点目の、移住者・勤労者などを対象とした住宅の整備促進を。ということでございますのでご

回答させていただきます。

１点目の公営住宅等の関連計画で特公賃住宅の増設は、とのご質問につきましては、現在、公営

住宅関連の計画といたしまして、長万部町住生活基本計画及び公営住宅等長寿命化計画が令和元年

度に策定されておりますが、特公賃住宅を増設する計画内容にはなっておりません。

２点目の有効活用が可能な空き住宅を購入してリフォーム後、主に移住者・勤労者への住宅整備

を検討しては、とのご質問につきましては、移住者及び勤労者の移住定住対策につきまして、我が

まちの規模や特性を考えて、最も効果のある地域おこし協力隊事業などを中心として、新幹線開業

や駅前周辺整備を見据えて創意工夫ある移住定住などの取組を進めてまいりたいと考えているとこ

ろであります。以上であります。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） １点目の件について、再質問をさせていただきます。

確かに、公園のほうなんですが、長万部町にはこれから使えるのは、おそらくふれあい公園とあ

やめ公園が残るだろうと。新幹線関係でも今後、その付近にふれあい公園とかっていう考えもある

ように聞いておりますので、これ以上公園を増やすということは不可能だとは思うんですが。

最近、ここ１年あやめ公園のほうにお母さん方が車で５台くらいで集まって、天気のいい日なん

かは情報交換しているという姿が見えるものですから、あやめ公園のほうに少し力を入れていただ

いて、最終的には総合計画の中で整えていくんだとは思うんですが、できれば遊具施設はかなり充

実してると思うんです。面積的にも狭いものですから、そんなに多くは設置はできない。それは理

解しています。使用なさる子ども達も、低学年が多いように見えるんです。土曜、日曜日、祭日。
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走り回ることが多いものですから、そこでお母さん達が、晴天には日陰がないんですよね。それで、

できればそういう日陰があるような、出来るような簡易な、東屋はちょっと厳しいかなと思うんで

すけども、簡易な日陰を作っていただけるということは、どうでしょう、検討していただけません

でしょうか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） あの、あやめ公園の現状について、担当課の課長に答弁させます。

○議長（辻義雄） 加藤建設課長。

○建設課長（加藤慶一） おそらく議員のご質問は、あやめ公園ではなくて、ふれあい公園という

ことかなというふうに想定して今ご回答申し上げます。

○議長（辻義雄） 辻議員、訂正してください。

○議員（２番 辻紀樹） すみません、ふれあい公園のほうです。申し訳ありません。間違って発

言しましたので、場所の間違い、ふれあい公園のほうでお願いします。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 今、現状のふれあい公園の内容について、先ほど担当課長に指示しましたの

で、ちょっと答弁させます。

○議長（辻義雄） 加藤建設課長。

○建設課長（加藤慶一） 現在、ふれあい公園の遊具付近には、パーゴラと呼ばれる木材を組んだ、

隙間のある屋根状の設備がございます。こちらも先ほど答弁の中で、新年度で実施いたします、都

市公園施設劣化度調査業務、こちらで劣化度を調査いたしまして、特に問題なければ、これに簡易

な屋根をかけることは可能でございます。

○議長（辻義雄） 辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 可能だということですので、ちょっと劣化の状態にもよるかと思うんで

すが、できればそういう考えで、設置していただければと思いますので、よろしくお願いします。

それで次の２点目に入りたいと思います。

○議長（辻義雄） 辻議員、今の要望ですか。

○議員（２番 辻紀樹） 要望ということで。

２点目に入りたいと思いますが、１点目の特公賃住宅というのは、公営住宅の関連法令の中で決

められておりますので、なかなか移住者・定住者に対しての低額の家賃にはならないので、これは

ちょっと無理なものがあると思います。

２点目の下段のほうに、我が町の規模や特性を考えて最も効果のある地域おこし協力隊、という

のが出てくるんですね。ちょっと僕の質問も悪いんでしょうけども、これがダメだということでは

ないんですが、僕の質問は、これはいいことだと思うんですよ。ただ、町長は知っていると思うん

ですが、長万部町出身の方で、長万部に移住をしてお店を構えた方がいるんです。その方に「どう

して長万部に来たの？」ということを聞きました。知り合いだったものですから。長万部の未来、

新幹線も含めて、未来を一緒に作りたい、未来が見てみたい、活性化できる町だ、という答えなん

ですね。僕すごくいいことだと思うんですよ。そういう町を作っていく。確かに協力隊というのは

国の事業でやってますから、これはこれで確実にできる事業だと思うんです。でも、新幹線がきて、

魅力のある町にしなかったら、そういうふうに思ってもらえる町を作るようにしなかったら、僕は

こういう事業が、国の事業がなくなったときに、止まってしまうような気がするんですね、若い人

達が来る、だから若い人達が長万部で起業してみたい、長万部に行ってみたいというようなまちづ
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くりが大事なことだと僕は思ってるんですが。町長それはどう思ってますか。

○議長（辻義雄） 辻議員、ちょっと外れてしまったんだよね。

辻議員。

○議員（２番 辻紀樹） ここでまちづくりの中で、協力隊事業を中心とした、という話になって

いるもんですから。ちょっと僕の質問もちょっと悪いんでしょうけども、具体例じゃなくて、僕は

そこがこれなんだよと言われると、勤労者の部分、要するに住宅を、安い住宅をという、雇用促進

住宅というのが他町村ではあるんです。勤労者・移住者、もちろん対象とした住宅がある。でもこ

の住宅というのは制度としてはないんです。国のほうでは。

それで、そういうものを優良物件の住宅を求めて、その勤労者、要するに、事例をあげますと農

家の方なんですが、法人化をして職員を、社員を雇った。住宅に入れたら５万くらいかかるんだと

いうお話でした。八雲のような勤労者住宅があれば、１万５,０００円から２万５,０００円くらい

で入れる。そうすると浮いた差額分を福利厚生にかけれるんだというお話なんですよ。

それで、特公賃住宅では難しい。確かにそのとおりですし、だからここで重点が、協力隊事業な

どを中心として新幹線開業や駅前、これちょっとそういう意味では。何を言いたいかというのは僕

自身もわからないんですよね。僕の質問も悪いと思うんですよ。でもそういうことじゃなくて、そ

ういう環境整備をしていったほうがいいんじゃないかという質問なんです。

それで、投資をしたらどうですか、ということなんですよ。そういう将来に向けた環境整備。企

業努力で企業が来てほしいって、これは当たり前のこと、企業が整備するのもそうでしょうけども、

町が将来的にそういう環境整備をしていく。幼児のほうでは先ほどの公園のほうでもありましたし、

環境整ってきてるんですよね。長万部町に来るような環境が。医療費も無料、高校生まで完全無料

化なりました。やっぱり若い人達が長万部町に来るようなが政策を取らなければ、そのひとつが住

宅だと思うんですよ。その住宅を今後、制度がなければ町のほうである程度そういう受け皿を作っ

てあげる。そして企業が来たときにそういう人達が入ってもらえるような環境が、僕は必要だと思

うんです。それが必要でないという町長のお考えがあれば、この質問成り立たなくなってくるので、

まずはじめにそれを聞きたいなと思ったんです。もしそれが答えていただけるようであれば、ちょ

っと答えていただきたいなと。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 質問の内容に、空き住宅を購入してリフォームしなさいっていうことが明記

されているんだよね。質問の内容に。空き住宅というのは個人の資産の住宅なので、それを簡単に

購入してリフォームかけて、その入居者の意に沿うようなリフォームの状況になるかどうかという

ことも疑問視する。だからこういう質問の内容からいくと、ちょっと無理だよねっていう話になる

んだよね。やっぱりこれからの住居の関係というのは、今すでに我々も土地区画整理事業、これも

視野においてやっていく。そのためには、そこに住んでいる人方も、逆に１回どこかに仮住まいを

してもらわなきゃいけない部分も出てくる。また、商売している人は、どこかで営業してもらわな

きゃできない、やらなきゃいけないような状況になってくる。

そして今空き家状況どうなってるのって状況調べたら、今明かり部門の工事が入ってきて、１工

区に２５０人くらい入る。それで宿舎を建てるのに大体１ヘクタールいる。ということは、今１ヘ

クタールの場所を探すのに、町の中でほとんどない。それで、業者さんが民間の空いている住宅を

リフォームして、職員にシェアハウスとして使わせている。こういう使い方されているんで、今結

構空き住宅が少なくなってきているのが、今の現状で、完全に空住宅というのは、ここは空いてい
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ると見えるのは、リフォームも出来ない状態まで老朽化している住宅というのは誰も手は出さない

んだよね。ここに住まいが出来る、リフォームが出来て、ここに住まいが出来るという住宅は、皆

さん探して、リフォームかけて、６人７人、もしくは８人くらいがそこに住んでいる。こういう状

況で、いまこれからもだんだんそういう工事の人方も対応する方々も出てくると思いますけれども、

やっぱり移住者・勤労者の勤めるその場所、まず仕事を探してくださいよという話が優先じゃない

のかなと。住宅があるから来るというのは、考え方が違うと思っている。やっぱり生活していくた

めには、そこに職場があって、勤められて、そして収入を得て、そこで生活をしていく。そうした

状況の中で探してくるというのはなかなか今のところ見つかっていない。

昨日もちょっとお話があってきたんだけども、やっぱり長万部の将来の魅力を感じているって、

これは業者です。来ているのは。そういった人方が新たにそういう話を持ってきているんだけど、

勤労者・移住者ということになると、話が全く違ってくる。だからそういうことも含めて、今後や

っぱり必要なところに必要な供給をしていく、という考え方はそれは捨ててはいない。これからも

そうしていきたいと思っているし。以上です。

○議長（辻義雄） 辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 町長の、今答弁なさったこと、間違っていると僕は思いません。それは

そういう考え方も確かにあると思います。しかしながら、他町村の若い人達の移住なり、そういう

状況を見ますと、北海道もそうなんですが、町村でやはり住宅を建てて、１０軒ほど建てて、それ

をお貸しして、結構な金額なんです。家賃としては。それを３０年入ると無償提供するとか、いろ

んな方法があるんです。でもこれはなかなか長万部町でやってくれと言っても、それは財政的なも

のもありますし、無理な点も多いと思います。ただ、じゃあ１０棟建てたから全部入るのかと言え

ば、今言ったように各企業でも募集してもなかなか長万部には来てもらえない。という実態がある

わけですから、そういう投資するにしても、やはり適した住宅、優良物件ということでお話しして

いるのは、とにかく入りやすくするために、若い人達が。長万部に親がいる人達でも、結構住宅を

借りて入る人が多いんですね。夫婦共働きで、将来的には住宅を建てる。今町内の新居、住宅建て

ている人達は、結構若い人達が多いんです。ご夫婦である程度資金を貯めて入る。そういう人方を

見ると、やっぱり会社で福利厚生がきちっとしている人達が多いんですよ。家賃補助も。そういう

環境にない人達を救う方法というのはないのかなということで、こういう質問をさせていただいて

います。

町長も今おっしゃったとおり、そういうことも含めていろいろ考えてはいる。これからやる問題

ですから、ここでやってくださいとかって言う、いろんな条件がありますので、これはぜひ今後の

課題として、議会とも相談しながら、実態を調査しながら、町が先頭に立って、いろんな方策をし

ていただく。考えていただく。ということについては町長の考え、いろんな立場の人達がいるので、

いろんな方向から見る、その人達によって、いろんな意見や知恵が出てくると思います。課の中で

も。ぜひ町が一体となって、原課と言わないで町が一体となって、こういうものを積極的に進めて

もらって、将来的には長万部に来たいというようなまちづくりが必要だと思いますので、難しい話

だとは思うんです。形があってないようなものですから、補助制度があるわけでもないし、難しい

話なんですけども、それに向かって行かないと、長万部の未来というのはなかなか拓けないなとい

う感じはしますので、ぜひ、僕達もこれから選挙あるわけですから、頑張って当選してきて、その

一員になって、勉強しながら進めたいと思いますので、ぜひ前向きな検討をこれから、出来ないん

じゃなくて、どうやったら出来るのかということを模索してほしいと思う。どうやったら出来るの
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か。出来ないんじゃなくていろんな制度を使いながら、どうやったら出来るのかということを、ぜ

ひ検討していただきたいと思いますので。

最後になりますけど、もう一度町長の考えを、僕も整理できないで喋ってるんですけども、その

辺はご勘弁していただいて。もうちょっと町長一言いただければと。これで最後にしたいと思いま

すのでよろしくお願いします。

○議長（辻義雄） 町長答弁できますか。

木幡町長。

○町長（木幡正志） 貴重なご意見としてお受けさせていただきたいと思います。

○議長（辻義雄） これで辻紀樹議員の質問を終わります。

以上をもって一般質問は通告どおり全部終了いたしました。これで一般質問を終わります。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

◎休会の決定

○議長（辻義雄） お諮りいたします。予算審査特別委員会に付託された議案審査のため、１５日

と１６日の２日間を休会としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって、１５日と１６日の２日間を休会することに決定いたしました。

なお、本会議は３月１７日午後１時３０分から再開いたしますのでご承知おきください。時間間

違わないようにお願いします。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） それでは本日はこれにて散会したいと思います。どうもご苦労様でした。

１０時３６分 散会


